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　「地域の役に立つことがしたい」と
平成22年より民生委員・児童委員、
津久井地区社協青根支部役員として
活躍し、現在は津久井地区民生委員
児童委員協議会会長、相模原市社協
権利擁護事業審査会副委員長を務め
られています。
　「周りの人に感謝し、他人を気遣う」、
この言葉を忘れずに高齢者の生きがい
づくりの場である「やすらぎステーション」
などの地域活動に取り組まれています。

　自治会法人双葉自治会会長。双葉喜
寿会副会長。現在自治会長職５年目。
　愛着ある地元に「気持ち良く恩返し
を」と、売上げ手数料を自治会活動
や地域で取り組む福祉活動に還元する
「地域貢献型自動販売機」を市内で一
早く導入されました。また、いきいき
百歳体操の自治会館での開催や大規模
災害時の高齢者等要援護者への支援の
あり方の検討など、住民同士の支え合い
活動の推進に尽力されています。

日時 場所 内容 対象 申込み 問合せ TEL費用定員 ※費用が掲載されていない場合は無料です。メール

相模原市社協 検索

2・3月2・3月今月のいいひと今月のいいひと 市社協のキャッチフレーズである「みんないいひと」の輪が広がるよう、市内の「いいひと」
を毎月紹介しています。※広報紙は偶数月の発行のため毎号、２か月分掲載しています。

柳川要造さん
（緑区青根在住）

戸部陽一郎さん
（南区相模台在住）

職種 ※いずれも要普通自動車運転免許 勤務日時 賃　金№ 備　考（共通事項）

◇勤務内容・時間の詳細
各窓口で配布する共通の募集案内をご確認ください。
◇募集期間（書類提出・一次試験）
２月１日㈭～２月14日㈬
※郵送のみ２月14日㈬消印有効
◇面接（二次試験）
一次試験の合格者の方は、面接試験を行います。
詳細は、一次試験合格者の方に別途お知らせいたし
ます。
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福祉推進課　　中央区富士見6-1-20あじさい会館２階　　042-786-6181

募集案内配布場所：No.1 ～ No.８の職種は、すべて市社協各窓口（福祉推進課、緑区事務所、南区事務所、城山・津久井・相模湖・藤野地域事務所）

～平成30年４月１日 採用の非常勤職員を募集します～

①２月15日㈭ 午後２時～４時　②２月23日㈮ 午前10時～正午
③３月 ７日㈬ 午前10時～正午  ④３月17日㈯ 午後１時30分～３時30分
①大野北公民館　大会議室　②相模原敬寿園１階　会議室（南区磯部4507-1）　
③南区合同庁舎３階　講堂　④あじさい会館５階　ボランティア活動室
ボランティア活動の基礎知識と実際の活動、事例の紹介、車いす体験等
また、各地区ボランティアグループの活動の様子を紹介します。
セミナー終了後、65歳以上の方のボランティア活動を応援する
「ふれあいハートポイント事業」の説明を行います。
①④中央ボランティアセンター　　042-786-6181
②③南ボランティアセンター　　　042-765-7085

地域デビュー応援します！ボランティアセミナー
　ボランティアセンターでは、登録していただいた人に、福祉施設等での囲碁・
将棋の相手など趣味を生かした活動や、外出の付添い、お話し相手、障がい者
スポーツの支援といった活動を紹介しています。

　市内で高齢者、障がい者等の支援に取り組むボランティアグループや障がいの
ある方、また、その家族等で構成される当事者の団体へ、活動経費の一部を助成
します。助成金は、市社協に寄せられた寄付金や賛助会費、赤い羽根共同募金を
財源としています（平成29年度助成金額2,141千円・25団体）。

　　　　　市民活動応援助成
（ボランティアグループ・当事者団体活動助成）

助成団体募集

助成対象期間
備　　考

説  明  会

応募方法
問  合  せ

対　　象 活動実績が２年以上で、市域規模で活動しているボランティアグループ
内　　容 広く市民に向けた研修、広報、調査研究等の経費
助成金額 １団体15万円が上限。事業に係る経費の３分の２を助成

①ボランティアグループへの助成

対　　象 活動実績が２年以上の障がい児・者、難病患者等の当事者やその家族等で
構成される団体

内　　容 会員又は市民に向けた研修や広報、地域との交流事業等の経費
助成金額 １団体15万円が上限。事業に係る経費の３分の２を助成

②当事者団体への助成

対　　象 新たに設立する団体・グループ又は設立後２年未満で活動実績のある団体・
グループ

助成を希望する上記①～③の対象団体・グループは、必ず下記の事前説明会
へご参加ください。（説明会参加が応募要件になります。）
　 ３月22日㈭ 午後６時30～　　 あじさい会館６階 第１展示室　　　　
　 　中央ボランティアセンター　　  042-786-6181

内　　容 団体の組織運営に必要な経費、研修や広報の経費
助成金額 １団体５万円が上限。事業に係る経費の３分の２を助成

③団体・グループ設立準備経費の助成

平成30年４月～平成31年３月31日
該当事業に対する助成金の重複申請は不可。設立準備経費への助成は、１団体１回限り

　「精神保健ボランティアグループ
ひびき」は、精神障がいのある
方々への支援を始めて、今年で
26年を迎えました。「精神障がい
のある方と接するというと、特別
な知識や対応が必要なのではと
身構えてしまうかもしれません。
しかし、彼らが求めているのは、
日常生活を一緒に楽しんでくれる
仲間です」と代表の根岸昭臣さん。「ひびきでは、毎週日曜日に食事
をしながらおしゃべりをする憩いの場、“ほっとハウス”の運営や
フットサルチーム“あしたばFC”（写真上）のお手伝いなど、障がい
のある方とボランティアが共に楽しめる居場所づくりに取り組んで
います。３月にも講演会などの活動（右記上段参照）がありますの
で、まずは気軽に参加してください」と根岸さん。ひびきの活動に興
味のある方は、根岸さん（080-3011-1056）までご連絡ください。

３月３日㈯ 午後１時30分～３時30分　　市民会館３階　第１大会議室
講師：尾山篤史さん
精神障がいを抱えながら20年にわたり精神障がい者の生活再建の集い
「たなからぼたもち」を主宰。県外でも活躍中
130人　　中央ボランティアセンター　　042-786-6181

３月18日㈰ 午後1時30分～ 3時30分　　 市民会館4階　けやきの間
“心の病”に悩んでいる方々やそのご家族と共に生きる手ごたえを感じあいましょう。
お菓子や飲み物、レクリエーション（ゲーム・クイズ・ビンゴ）もあります。
精神障がいのある方　　40人　　300円　　３月11日㈰まで
 　地域活動支援センターカミング　　042-759-5117
　 南障害者地域活動支援センター　　042-701-3932
　 中央ボランティアセンター　　　　042-786-6181

精神保健福祉普及講演会

かめの集いのお知らせ

成年後見相談員　※要実務経験
介護認定調査支援員　※要介護支援専門員資格
生活支援相談員
あんしんセンター専門員

ボランティアセンター相談員

南区地域福祉交流ラウンジ補助員

地域福祉支援員
高齢者等移送サービス員　※勤務地は相模湖地区

月～金　午前９時～午後５時
月～金　午前９時～午後５時
月～金　午前９時～午後５時
月～金　午前９時～午後５時
月～日曜日のうち①②③のシフト勤務　①午前９時～午後１時
②午後１時～午後７時　③土・日・祝日　午前９時～午後５時
月～日曜日のうち①②③のシフト勤務
①午前９時～午後１時　②午後１時～５時　③午後５時～ 10時
月～金　午前９時～午後４時の内　５時間（週25時間勤務）
月～金の指定する日　午前８時30分～午後７時のうち４時間程度

月給240,000円
月給196,000円
月給189,000円
月給189,000円

時給    1,000円

時給　 1,000円

時給    1,050円
時給    1,120円

ブログ「にこまるの部屋」でも情報発信中！

相模原市社会福祉協議会　広 報
2018年2月号
220号

（偶数月１日発行）

　「社会福祉協議会（社協）」は、市民の皆さんとともに、福祉のまち
づくりを進める社会福祉法に位置付けられた民間団体です。皆様から
の寄付金、賛助会費、共同募金に支えられています。
発 行　社会福祉法人相模原市社会福祉協議会
〒252-0236 相模原市中央区富士見６丁目１番20号 あじさい会館内
電話 042－756－5034　FAX 042－759－4382
電子メール　 info@sagamiharashishakyo.or.jp
ホームページ http://www.sagamiharashishakyo.or.jp/にこまるの部屋 検索にこまるにこまる

心の病がある方の
安心できる居場所づくりを

応援しています!!
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ガイドヘルパー募集

知的障がいのある利用者さんのお出
かけのお手伝いをするお仕事です。
介護初任者研修修了又は
ヘルパー２級以上
時給1,150円～ 1,230円
交通費400円／１回
土日祝日：
　午前９時30分～午後５時位まで　
平　　日：
　２時間～３時間程度
　※週１日からでもＯＫ！
相模原市手をつなぐ育成会
（担当：柿澤）
042-759-4310

デイサービス介護員募集しています
（パート）

デイサービスかたくりの里 相模台
（南区相模台団地5-7）
デイサービスに通われる高齢者への介
助のお仕事です。無資格の方、介護の
仕事が初めての方も大歓迎です。（職
員がしっかりサポートし、各種研修も
充実しています。）
午前８時30分～午後５時30分
※勤務日数・時間応相談
時給960円～
※土日・祝日出勤加算時給＋40円、
介護福祉士加算時給＋20円
　施設見学随時受付中！
　お気軽にお電話ください♪
ALSOKあんしんサポート㈱
03-5414-5021（担当：乾・青木）

２月３日㈯ 午後１時～４時
杜のホールはしもと多目的室
子育てを通した新たな出会いをお手
伝いします。子育てサロンの紹介や
育児相談、みんなで楽しめるステージ
イベントなどであなたの子育てを応援
します。
不要。直接会場へ
緑区地域デビュープロジェクト
実行委員会事務局
042-775-8802

つなげよう子育ての輪 !
～緑区絆づくり交流会～

3月18日㈰  午後２時～午後４時15分
（受付開始午後1時）
総合学習センター　大会議室　
市内在住・在勤・在学の15歳以上
（中学生を除く）
～聴いて見て得する・芸術を通して認知症
予防になる脳の活性化を！！
第一部 ビッグママ・プロジェクト
　　　 お楽しみMusicBox
第二部 オペラ「カルメン」（ダイジェスト上演）
２月16日㈮～　電話又は直接総合学習
センター窓口へ（先着順）
600円　　130人
総合学習センター　　 042-756-3443

松井美路子オペラ＆ビッグママ・プロジェクト
音風景をあなたに

市自治会連合会　　 042-753-3419

自治会は地域福祉の原動力
活動のひとコマ 交通事故防止運動キャンペーン

自治会に加入しよう !

あじさい会館
休　　館　　日

あ じ さ い 会 館：２月４日㈰・３月５日㈪
あじさい会館南分室：２月３日㈯・４日㈰
　　　　　　　　　　３月３日㈯・４日㈰

お　と　な　　　　　　　　         わ　　　　　　　     で     ぃ    す    れ     く　 し　 あ

毎月第４火曜日（２月27日・３月27日）　一人40分間
①午後１時20分～２時　　 　②午後２時～２時40分
③午後２時40分～３時20分　④午後３時20分～４時
あじさい会館２階　あんしんセンター係　
高齢者・障がい者とその家族
事前に電話申込み（開催日の前月１日より受付開始）
あんしんセンター係　　042-756-5034

弁護士による人権や財産に関する無料相談会
成年後見制度の利用や財産・相続・人間関係の困りごとを

専門の弁護士に個別相談できます。

応援しよう！民生委員・児童委員活動
　民生委員・児童委員は、高齢者や障がい
のある方、ひとり親の家庭、妊婦さんなど
様々な方々からのSOSに応じて、ご本人の
自宅を訪問し困りごとを伺い、関係行政
機関や福祉の専門家等につないでいくこと
が主な役割となっています。
　世界の中でも類を見ない民生委員・児童
委員制度は、昨年、民生委員制度創設100
周年、児童委員制度創設70周年を迎えまし
た。そして、次の100年を目指し、「支え合
う　住みよい社会　地域から」をスローガ
ンに掲げ「共生社会」を目指します。
　ともに手を携えて笑顔があふれる地域づ
くりを目指しましょう！

民生委員・児童委員の歴史

　民生委員制度は、大正６年の岡山
県の「済世顧問制度」を始まりとして
います。当時は、「救貧」的色合いが
濃く、翌大正７年に大阪で「方面委員
制度」が始まるなど、都道府県でそれ
ぞれ独自の取組を進めていました。
その広がりにより、昭和11年に「方
面委員令」が制定・公布され、全国
的に発展し、戦後の昭和21年の
「民生委員令」の制定により「国民の
生活、生計」をはじめ幅広い課題に
応じる役割から「民生委員」の名称と
なりました。
　また、昭和22年の「児童福祉法」の
公布・施行により、児童と家庭の福祉
に携わる者として児童委員が位置付け
られ、民生委員が兼務することで「民
生委員・児童委員」となりました。

子育て支援の“ファミリーサポートセンター”入会説明会
　「保育所のお迎えが間に
合わない時に代りにお願い
したい」、「リフレッシュ
したい」など、生後０か月
からのお子さんを対象に
地域の方が見守りや預かり、
送迎等を行います。（生後
０か月～３か月未満は、
保護者がそばにいることが
条件です。）
　利用したい、お手伝いし
たい人を対象に入会説明会
を行います（要申込）。

日　　　時

２月  6日㈫  午前10時30分～

２月10日㈯  午前10時30分～

２月19日㈪  午後  1時30分～

２月24日㈯  午前10時30分～

３月  5日㈪  午前10時30分～

３月10日㈯  午前10時30分～

３月19日㈪  午後  1時30分～

場　　　所

南 区 合 同 庁 舎

緑 区 合 同 庁 舎

あ じ さ い 会 館

ユニコムプラザさがみはら

緑 区 合 同 庁 舎

あ じ さ い 会 館

南 区 合 同 庁 舎

※説明会は、約１時間程度
ファミリーサポートセンター
042-730-3885（平日 午前８時30分～午後７時）
famisapo@sagamiharashisyakyo.or.jp

傾聴入門講座　受講者募集!!
　高齢者等に寄り添い、話を聴くことで心のケアを行う傾聴ボランティア活動を始めた
い方や傾聴を現在のボランティア活動に生かしたい方のための入門講座を開催します。

　文字を書くことが苦手、音読をつかえてしまうなどでお困りの方は、
「ディスレクシア」と呼ばれる症状かもしれません。保育士の仕事を通じ
て自身がディスレクシアであることを知った盛島あ～べさん（「子ども
と親の育ち応援家」石井康子）の体験談を伺います。

　３月４日㈰ 午後２時～４時　　 けやき会館
　市内在住・在勤・在学の方で読み書きに困難のある方やその家族、
　テーマに関心のある方　　 30人（先着順）
　 中央ボランティアセンター　　 042-786-6181
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　　　  し　ない  ざい じゅう　     ざい  きん 　　   ざい  がく　　　 かた　　　  よ　　　　 か　　　　　　 こん  なん　　　　　　　  　かた　　　　　　　　　か    ぞく　

　　　 て　　　　 ま　 　　 かん しん　　　　　　　　  かた　　　　　　　　　　にん　    せんちゃくじゅん

　　　ちゅう おう　ぼ　  ら　  ん　  て　  ぃ　　あ　  せ　 ん　　た

読み書きに困難のある方へ ～大人になって分かったディスレクシア～
よ　　　  か　   　　　 　こん  なん　  　　　　　     かた　　　

２月 15日㈭、２月 22日㈭、３月１日㈭　全３回　午後２時～４時
おださがプラザ（相模原市南区南台 3-20-1） 
「傾聴を学ぶ」講師　荒木乳根子さん（田園調布学園大学名誉教授）
傾聴を生かしたボランティア活動の事例紹介
市内在住・在勤・在学の 15歳以上（中学生を除く）で全て出席可能な方
70人（申し込み多数の場合は、抽選。抽選に漏れた場合は、お知らせします。）
2,000 円（３回分）
往復はがきにて、往信の欄に郵便番号、住所、氏名、電話番号（できれば携帯
電話も）を記入し、返信の欄にご自分の住所氏名を記入（２月８日必着）
〒252-0236 相模原市中央区富士見 6-1-20 あじさい会館内
相模原ボランティア協会講座係
相模原ボランティア協会　  　  042-759-7982　　 sagamiva@feel.ocn.ne.jp
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